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関する研究をまとめたもので，以下の 7 章により構成されている O
第 1 章は序論であり，本研究の背景となっている冬季雷とそれによる送電線事故の状況，冬季雷の発生と特徴，冬
季雷研究の現状などの概要を述べている。







































点数は1. 21であることを示している o さらに，多地点雷撃の雷撃時間間隔は100ms以上の間隔のものが最も多く，
次いで'10--50msの間隔で発生する多地点落雷が比較的多いこと，また，雷撃点間隔距離は 1 -5 km のものが最
も多いことを見い出している o
以上のように，本論文は気象観測と地上電界多地点観測の結果を合わせて考察することにより，北陸沿岸の冬季雷
性状に関する新たな知見を得ている o また，静電界多地点観測システムにより，雷雲接近の予測が可能であることが
検証され， これらの結果はレーザ誘雷への応用の可能性を示している。また，観測結果の解析から得られた多地点落
雷における雷撃時間間隔や雷撃点間距離は，送電線路の多地点地絡事故を解析するための重要なパラメータであり，
電気工学，特に電力工学の分野に寄与することが大きし」よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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